








目的:現在までに死亡後の肝組織所見でライ症候群と診断された症例が数例報告されてい

る。今回、われわれは、(1)固定法による形態変化の差異を比較した。(2)死亡後の肝組織

所見でライ症候群の診断が可能かどうかをラットで検討したので報告する。 


